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交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
見

舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。
平
成　

年
度
の
申
し
込
み
を
受

１８

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
加
入
で
き
る
方　

①
町
田
市
に
住
民

登
録
、
外
国
人
登
録
の
あ
る
方　

②
①

の
方
と
生
計
が
同
じ
で
、
就
学
の
た
め

市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

○
会
費　

Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
１
０
０
０

円
、
見
舞
金
３
万
円
〜
３
０
０
万
円
／

Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額
５
０
０
円
、
見
舞
金

２
万
円
〜
１
５
０
万
円

○
申
込
場
所　

交
通
安
全
課
（
中
町
第

二
庁
舎
）
、
市
民
課
（
市
役
所
本
庁

舎
）
、
南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠

生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
内
金
融
機
関
（
郵
便
局
、
中
央
労
働

金
庫
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
を
除

く
）
、
農
協

○
共
済
期
間　

申
し
込
み
の
翌
日
〜
平

成　

年
３
月　

日

１９

３１

【
交
通
遺
児
年
金
】

　

死
亡
事
故
に
あ
っ
た
会
員
に
遺
児
が

あ
る
場
合
、
中
学
修
了
年
限
に
達
す
る

ま
で
遺
児
年
金
（
年
額
１
人
に
つ
き
９

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
加
入
者
】

　

次
の
方
は
市
費
負
担
で
Ｂ
コ
ー
ス
に

自
動
的
に
加
入
し
ま
す
。
ま
た
、
再
度

ご
自
分
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
Ａ
コ
ー
ス
へ
の
変
更
が
で
き
ま

す
。

・
消
防
団
員

・
町
田
交
通
安
全
協
会
役
員

・
町
田
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

・
町
田
防
犯
協
会
役
員

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３

６
、
東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
w
w
w
.

c
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－
to
k
y
o
.o
r
.jp

　

農
業
委
員
の
指
導
で
、
お
米
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
で
、
全
回
参
加
で
き

る
方 米

作
り
親
子
体
験
農
業

【
く
ら
し
に
役
立
つ
テ
ス
ト
教
室
「
テ

ス
ト
で
糖
度
を
再
確
認－

野
菜
・
果
物

・
酒
類
・
ド
リ
ン
ク
剤－
」
】

○
日
時　

４
月　

日
（
火
）
午
前　

時

２５

１０

〜
正
午

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
エ
イ
ド
・

吉
田
千
恵
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

○
材
料
費　

１
０
０
円

暮らしに役立つセミナー日程
講　　師テーマ日　　時

食品と暮らしの
安全基金輸入食品の安全性を考える５月１１日（木）

午前１０時～正午

町田市教育委員会
栄養士

家庭でも食育を
－からだもこころも

健康になる食事－

５月１８日（木）
午前１０時～正午

町田市教育委員会
スクールカウンセラー

親は気づいていますか
－子どもの不安や悲しみ－

５月２５日（木）
午前１０時～正午

（株）中村屋本店食品の衛生管理と安全性
－（株）中村屋の事例－

６月１日（木）
午前１０時～正午

○
日
時　

５
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

１６

　

分
か
ら
（
午
後
１
時
開
場
）

３０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
「
今
、
求
め

ら
れ
て
い
る
自
助
、
自
律
と
は
」
、

講
演
＝
「
自
分
さ
が
し
か
ら
始
ま
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

○
定
員　

１
８
８
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
福
祉

の
つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
書
き
、
参
加

人
数
（
２
人
ま
で
）
・
代
表
者
の
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も

あ
て
先
を
書
い
て
、
４
月　

日
ま
で

２８

（
消
印
有
効
）
に
福
祉
総
務
課
（
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１

１
８
７
）
へ
。

【
う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ
〜
ハ
ー
ト
の

フ
ル
ー
ツ
パ
イ
を
作
ろ
う
！
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
①
午
後
２

２２

時
〜
３
時　

分
②
午
後
３
時　

分
〜
５

３０

３０

時○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど

も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

催

し

参
加
も
可
）

○
期
日　

４
月　

日
（
土
）
＝
制
作
、

１５

　

日
（
土
）
＝ 
釉  
薬 
か
け

ゆ
う 
や
く

２２○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
直
接
ま
た
は
、
電
話
で
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８

１
）
へ
（
申
込
者
は
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
に
限
り
ま
す
）
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
と
そ
の

親
、　

歳
未
満
の
方
（
小
学
生
だ
け
の

１８

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

親
子
陶
芸
教
室

○
日
時　

４
月　

日
（
祝
）
午
前
の
部

２９

＝　

時
〜
正
午
、
午
後
の
部
＝
１
時　

１０

３０

分
〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
内
容
・
費
用　

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ

９
０
０
円
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
４
９
０
円

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５

７
３
６
）
へ
。

【
消
費
生
活
入
門
講
座
「
暮
ら
し
に
役

立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
】

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を

学
習
し
ま
せ
ん
か
。
今
回
特
に
児
童
・

生
徒
等
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
む

け
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

右
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

（
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
は

継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
か
ら
電
話
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
５
・
８

８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

知的障がい者福祉施設①花の郷コース（時間：午前９時～正午　例外あり）

テーマ・内容日　時テーマ・内容日　時

「であい」で利用者と共にクッキー作り９／５（火）上記共通プログラムを参照４／２２（土）

「みらい」でムーブメント（エアトランポリン
を使って）９／１９（火）上記共通プログラムを参照５／１３（土）

「であい」で利用者と共に草木染め作業１０／３（火）上記共通プログラムを参照５／２７（土）

「みらい」で利用者と共に蒸しパンづくり１０／１７（火）施設長より概要説明など、車椅子体験６／６（火）

上記共通プログラムを参照１１／１１（土）「みらい」（更生施設）で読み聞かせ（朗読）６／２０（火）

上記共通プログラムを参照１１月
（日時未定）「であい」（授産施設）で利用者と共に園芸作業７／４（火）

上記共通プログラムを参照１２／９（土）「みらい」にて利用者と共に外出（買い物）７／１８（火）

知的障がい者福祉施設②大賀藕絲館コース（時間：午前９時～正午　例外あり）

テーマ・内容日　時テーマ・内容日　時

蓮田で蓮の刈りとり９／１４（木）上記共通プログラムを参照４／２２（土）

蓮の繊維とり９／２８（木）上記共通プログラムを参照５／１３（土）

製品づくり「なかよしうさぎ」１０／１２（木）上記共通プログラムを参照５／２７（土）

製品づくり「柿のお手玉」など　講座のまとめ１０／２６（木）施設の概要説明・見学、糸撚り６／８（木）

上記共通プログラムを参照１１／１１（土）紅花収穫・紅花染料づくり６／２２（木）

上記共通プログラムを参照１１月
（日時未定）製品づくり「柿のお手玉」７／２７（木）

上記共通プログラムを参照１２／９（土）製品づくり「ぼんぼり根付け」
※昼食時ソーメン流し（自由参加）８／１０（木）

特別養護老人ホーム③悠々園コース（時間：午後１時～４時　例外あり）

テーマ・内容日　時テーマ・内容日　時

軽作業（手芸など）を通したデイサービス利用
者とのふれあい９／８（金）上記共通プログラムを参照４／２２（土）

敬老会参加９／１８（祝）上記共通プログラムを参照５／１３（土）

風船バレーボール大会参加（付き添い）１０／５（木）上記共通プログラムを参照５／２７（土）

特養入居者とのふれあい　デイサービス利用者
とのふれあい１０／２０（金）施設の概要説明・見学（講義）６／９（金）

上記共通プログラムを参照１１／１１（土）車椅子体験・シニア体験、高齢者・障がい者の
理解（講義）６／２３（金）

上記共通プログラムを参照１１月
（日時未定）特養入居者とのふれあい、夏祭り打ち合わせ７／１４（金）

上記共通プログラムを参照１２／９（土）悠々園夏祭り参加（露店出店）７／２９（土）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

催

し

○
期
日　

６
〜　

月
（
土
ま
た
は
日
曜

１２

日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
・

草
取
り
・
稲
刈
り
・
収
穫
祭
（
お
餅
つ

き
）
・
お
飾
り
作
り
の
全
５
回
で
す

（
天
候
に
よ
り
日
時
の
変
更
あ
り
）
。

○
会
場　

忠
生
公
園

○
定
員　
　

組
（
抽
選
）

２５

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
「
米
作
り
親
子
体
験
農
業
参
加

希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
、
返

信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、
４
月　
２８

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
町
田
市
農

業
委
員
会
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－
　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
６

３３

１０

【
発
見
！
新
し
い
自
分
〜
地
域
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
】

　

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
東
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
の
協
力
を
得

て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
定
年
退
職
後

の
自
助
自
律
へ
の
心
構
え
を
、
講
演
会

で
は
地
域
社
会
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
及
び
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
要
約

筆
記
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

第　

回
２８町

田

市

民

福
祉
の
つ
ど
い

②
コ
ー
ス
は
若
干
名

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
全　

回
）

１４

○
会
場　

合
同
講
義
は
森
野
分
庁
舎
、

実
習
は
各
実
習
施
設
に
て

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
市
民
大

学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
11
７
２
９
・
１
１
９

５
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
募
集
講
座
・
内
容

【
ま
ち
だ
の
福
祉
】
（
３
コ
ー
ス
）

　

市
内
福
祉
施
設
で
の
体
験
学
習
や
合

同
講
義
等
を
通
し
て
町
田
の
福
祉
を
理

解
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
身
近
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
募
集
人
数　

①
③
コ
ー
ス
は
各
５
人

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

受
講
生
追
加
募
集
中

６
）
へ
。

ま ち だ 市 民 大 学 Ｈ Ａ Ｔ Ｓ〈 ま ち だ の 福 祉 〉

全コース共通プログラム（時間：午後２時～４時３０分）

合同講義４【公開講座】
「障がい者が地域で生きる～就労を中心にして～」
・町田市障がい者就労・生活支援センター「ら
いむ」センター長　天野貴彦氏
・市内在住の身体／知的／精神障がいをお持ちの方

１１／１１（土）
開講式・合同講義１
「町田の福祉のこれまでとこれから」
講師：町田市健康福祉部長

４／２２（土）

福祉活動見学
（障がい者青年学級・共働学舎・ケアセンター成
瀬・介護支援アクティブ）

１１月
（日時未定）

合同講義２【公開講座】
「高齢者について『在宅生活はどこまで可能か』」
・町田市社会福祉協議会在宅支援担当主幹 西潟正明氏
・ＮＰＯ法人「アットホーム」代表 伊東和慶氏
・デイサービス「いろり」介護スタッフ 藤巻小夏氏

５／１３（土）

合同体験発表会・閉講式
助言者：プログラム委員１２／９（土）

合同講義３【公開講座】
「障がい者を理解し共に生きる」
講師：國學院大學教授 柴田保之氏

５／２７（土）

【
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
】

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
七
宝
焼
き
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ

ま
た
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜　

歳
１８

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室


